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１.「移民」大国としての日本

　現在、日本には約 263 万人（2018 年 6 月現在）
の外国籍者が暮らしている。その数は過去最多記
録を示し、就労や留学、技能実習など様々な理由
で渡日する人々は年々増加している。経済協力開
発機構（OECD）の外国人移住者統計（2015 年
最新）によれば、日本はドイツ、アメリカ、イギ
リスに次いで、世界第 4 位の移民受け入れ国と
なった。国際社会からみれば、日本はまごうこと
なき移民大国の一員である。さらに、外国人受け
入れの拡大へと舵をとるべく、日本政府は 2019
年 4 月より改正出入国管理法を施行する予定だ。
人手不足が懸念される外食業・農業・建設業など
14 業種の就労を許可する特定技能１号・２号と
いう新たな在留資格が創設される。しかし、労働
力を補填することが主眼にある立案であるため、
受け入れる外国籍者に対する生活保障の準備不足
が懸念されている。特に、実質的に単純労働を担
うことになる特定技能１号の在留資格では、最長
５年の滞在のみが許可されており、家族帯同も認
められていない。外国人を労働力としてのみ扱い、
その「生」を軽んじていることが問題視されてい
る。　
　これまで日本は表向きには移民受け入れを避け
つつも、90 年以降からその門戸を徐々に開いて
きた。そして差し迫る 2019 年の入管法の改訂に
よって、日本は移民社会へと新たな段階に突入し
ようとしている。まさに、日本社会はいま、国境
を越えて移住する人々とどのように共生するのか
を真正面から向き合うことを求められている。そ
のためには、国籍や言語が異なるゆえに、社会か
らの周縁化を経験してきた人々が日本でいかに自
らの生活を築き上げてきたのかを知ることも有効
な手だてとなるだろう。
　そこで本稿では、在日外国人にとっての日本社
会の在り様を再考するべく、兵庫県姫路市に暮ら
すベトナム人たちの生活をとりあげ、その暮らし
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の一端について紹介する。特に注目するの
は、異文化社会で故郷の料理を食べようと
する試みだ。地方都市に暮らす移住者たち
の食生活を垣間見ることで、すでに日本で
形成がすすんできた移民社会の現状と今後
の展望について考察したい。

２. ベトナム難民の渡日

　2018 年 6 月現在、日本在住の外国籍者
のうち、ベトナム人は約 29 万人を占める。
その多くは技能実習生や留学生だ。しかし、
兵庫県姫路市へベトナム人が暮らし始めた
契機は、約 40 年前の出来事に遡る。
　ベトナム戦争が 1975 年に終結し、南北
ベトナムは統一され、翌年には現在のベト
ナム社会主義共和国が誕生した。しかし、
戦争終結後も急激な社会主義政策への転換
や周辺諸国との紛争などによって不安定な
情勢は継続する。迫害対象とされた南ベト
ナム政府関係者をはじめとして、多くの
人々が新天地を目指し海路や陸路から出国
した。このような難民の流出は、1990 年
代まで継続し、アメリカなどの欧米諸国へ
と受け入れられていった。その総数は約
140 万人にのぼる。そのうち約 8000 人程
度が日本に受け入れられ、現在も生活を営
んでいる。
　当初は受け入れに消極的だった日本政府
も、国際社会からの圧力をうけ、その定住
を認めざるを得なくなった。1979 年になっ
て、日本政府はベトナムだけではなく、ラ
オス・カンボジアを含んだインドシナ難民
の受け入れを認める。そして、国内の民間
団体と連携をとりながら、難民たちが日本
で生活するための公的な支援の実施を開始
した。そして、具体的な定住をサポートす
るための定住促進センターの一つが 1979
年 12 月に兵庫県姫路市に設置される。セ

ンターでは、衣食住を保障しながら 3 ヶ
月から 6 ヶ月の日本語学習、就労先や居
住地の斡旋が行われた。閉所する 96 年ま
で 2,640 人のベトナム難民・ラオス難民が
姫路定住促進センターを経て、日本での生
活を始めた。このセンターの設置が契機と
なって、姫路市におけるベトナム人の集住
化は全国的な動きよりも早く進むことにな
る。
　難民の家族である場合はベトナム本国か
らの招聘が認められていたが、2005 年で
打ち切られる。しかし、その後も家族や配
偶者として本国からの呼び寄せは継続して
いる。また、日本生まれの三世世代が生ま
れており、その人口数は増加し続けている。
姫路市には 2018 年 12 月現在で、3176 人
のベトナム国籍（出身）者が暮らしている
が、そのうち難民やその家族と思われる人
は、約 2000 人を占めている。

３．ゼロからの生活再建

　定住促進センターからの斡旋先は、姫路
市を含む関西の事業所が多かった。短期間
の日本語学習では日常会話程度しか習得で
きない。そのため、高度な語学力が不必要
な中小零細企業の製造業が主な斡旋先と
なった。外国籍者に対する入居差別が現在
よりも厳しく、難民たちが自力で住居を探
すことも難しかった。そのため、多くの場
合は、就労先が用意した社宅に居住してい
た。
　しかし、最初に斡旋された仕事を短期間
で辞めてしまう人が続出してしまう。斡旋
先は、交通のアクセスが悪く、ベトナム人
がほとんど住んでいない場所であることも
多かった。そのため、ベトナム人がより多
く住み、より利便性の高い都市部やその近
郊地域への転居が相次いだ。その転居先と
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して選ばれたのが、兵庫県内では神戸市長
田区や姫路市東部地域である。決め手と
なったのは、賃金の高い零細工場が集積し
ていたことと、そこに通いやすい距離に外
国籍者でも入居できる安価な住宅が立地し
ていたこと、バスや電車に乗らずともスー
パーなどへアクセスできる場所であること
だった。特に姫路市の場合は、定住促進セ
ンターがあったため、他のベトナム人と会
えたり、問題発生時には支援者に頼れたり
できるという利点もあった。
　市内で集住化が特に進んだのは、公営住
宅の多い地域である。インドシナ難民の受
け入れを契機として、日本政府は国際人権
規約（1979 年）と難民条約（1982 年）へ
加入した。このことによって、一部の自治
体しか認めていなかった外国籍者の公営住
宅への入居が可能になった（田中 1995：
159）。入居には煩雑な手続きが伴うが、生
活が長引くに連れて、入居のため手続きに
関するノウハウもベトナム人たちのなかに
蓄積されていった。
　さらに、公営住宅の通勤圏内には、姫路
の地場産業である製革工場、鉄工所などの
零細工場があった。不景気の影響はあった
ものの、これらの製造業は依然と労働力が
不足しており、働き手を求めていた。工賃
の高さや居住地との近さも相まって、多く
のベトナム人たちの就労先として選ばれ
た。支援者側の思惑とは別に、より心地の
よい生活を模索して、自分たちのニーズに
よりあった居住地や就労先を発見していっ
たのであった。
　最初の難民受け入れから約 40 年が経過
するが、そのなかでベトナム人の暮らしも、
受け入れた地域社会も多少なりとも変化し
ている。例えば、製革工場は、不景気の煽
りを受けるとともに、海外の廉価な製革製
品の輸入が進んだ結果、生産量が減少し、

倒産件数が増加した。そのため、現在では
多くの人が大規模なライン式工場へ転職し
ている。しかし、現在も生き残った製革工
場で働くベトナム人はゼロではない。
　また、2000 年頃から本国の家族の状況
も安定し、難民たちの生活も安定しはじめ
る。集住地域付近に分譲住宅が増えたこと
もあって、公営住宅から戸建ての家に、転
居する人が増加した。各自治会にベトナム
人居住者も加わり、日本語があまりわから
ない世帯を日本語のわかるベトナム人住民
が通訳するなどの相互扶助の関わりも構築
されていった。小学校や中学校では、渡日
間もない外国籍の生徒のために学習内容を
通訳する多文化共生サポーターが週に数回
ほど県から派遣されている。また、1980
年代にはなかった日本語教室も、現在では
市内の数箇所でボランティアによって無償
で運営されており、大人たちが学べる場も
少しずつ拡充されつつある。異国で生活再
建するベトナム人の営みは、地域社会や産
業構造に大きく影響をうけつつも、地域社
会の側も難民たちを受け入れるなかで、そ
の在り様を変容させてきたといえる。
　しかし、就労や教育、町内会活動は、日
本で生活するうえで他の地域住民と関わら
ざるを得ない場である。そのため、言語や
文化が異なる移住者たちとそれ以外の人々
の間に摩擦が生じ、解決のために人々は動
かざるを得なくなる。メディアがとりあげ
るのも、このような両者の出会いが必然と
される場面であることが多い。本稿がとり
あげる食生活の場合は、むしろ地域社会と
出会うような場面ではなく、家庭やエス
ニック・コミュニティのなかで密やかに行
われているものという印象を抱く人もいる
だろう。以下では、ベトナム人たちが異国
での暮らしのなかで、憩いや楽しみのため
の故郷の食を食べようとする試みから、彼
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ら・彼女たちがこれまでの生活で培ってき
た工夫や社会関係について述べる。

４．故郷の料理を食べる試み

（１）食材調達の手段とその変化
　異文化社会での生活では、自身のもつ文
化や習慣を変容させることを求められる。
ゆえに、自分たちの文化や習慣を維持でき
る生活の場面や空間を日常のなかに取り入
れることは、精神的な安定や同国人の繋が
りあいを発展させるうえでも重要である。
そうした生活の営みが現れる場面のひとつ
が、「食」だ。異国での生活が長くなり、
自分たちが故郷で食べていた料理が食べた
くなるのは、想像に難くない。食からアメ
リカ移民史を明らかにしてきたガバッチア
によれば、「人間の食習慣には、一方では、
食べなれたものを好む気持ちと、他方では、
珍しくて、創意工夫がほどこされていて、
バラエティに富んだ食べ物を求めることに
喜びを感じる気持ち」（ガバッチア 2003：
18）という相反する二つの欲求があるとい
う。ベトナム人の場合も、日本で和食や洋
食など様々な料理を食べる機会をもちつつ
も、家庭や祭礼行事などでは、ベトナム料
理を調理し、食べてきたのだと考えられる。
しかし、いまでこそ生春巻きやフォーなど
のベトナム料理が一般的に知られている
が、40 年前の日本ではほとんど知られて
いない珍しい料理であった。ベトナム料理
には、ライスペーパーや米麺、魚醤や香辛
料、そして香草が欠かせない。しかし、こ
れらはスーパーなど日本人が利用する市場
ではあまり流通していない食材である。こ
のような状況のなかでは、必要な食材を調
達するために様々な工夫が見出されること
になる。こうした食材の調達方法は、ベト
ナムとは自然環境も社会環境も異なる社会

での暮らしのなかで、エスニック・ネット
ワークや本国社会との関係、同じ地域社会
に生きる様々な人々との関係のなかで生ま
れてきたものだ。筆者が、2009 年から始
めた姫路在住の各世帯への聞き取りから明
らかになったのは、ベトナムで培った知恵
や日本での生活で構築してきた社会関係を
食の調達という私的な生活領域にもうまく
活用する人びとの姿である。
　1980 年代に姫路市に移住したベトナム
人たちが、日本での生活をはじめたとき、
ベトナムの料理を食生活に取り入れること
は当然難しかった。定住促進センターで
は、給食の提供もあったが、そのメニュー
は揚げ物が多く、馴染みのない味噌汁の味
にも辟易していたという。センター滞在中
は、講習のない自由時間に近くのスーパー
へ徒歩で足を運び、好みのインスタント麺
を購入して食べたり、野菜炒めを日本の醤
油や塩などで味付けして食べたりしてい
た。しかし、先にセンターを出所した人か
ら、神戸市にある中華街の存在を教えても
らう。ベトナムの食文化は、隣接している
中華文化にも大きく影響をうけており、米
麺やビーフン、魚醤や香辛料など共通する
食材も多い。ベトナム難民のなかには、中
国にルーツをもつ華人たちも多く含まれて
おり、華人ネットワークで得られた情報が
他のベトナム人にも口コミで広がっていっ
た。
　ほかにも、豚足やモツなど一般の精肉店
では販売されることが珍しかった部位を販
売している朝鮮食材店で購入したり、さら
には食肉処理センターで働くベトナム人か
ら不要な部位を調達し、それを安く転売す
る人々も現れる。
　また、86 年にベトナム本国がドイモイ
政策に転換したあと、難民として出国した
人の帰国が認められるようになった。この
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ため、日本だけではなく、アメリカやオー
ストラリアに受け入れられた難民たちが、
本国の故郷へ帰り、生き別れた家族に再会
できるようになる。ボートなどでベトナム
から不法に出国した人たちがベトナムに帰
国することは、入国拒否どころか逮捕され
る恐れさえある。多くの人は望郷の念を募
らせながらも、帰国をあきらめてきた。し
かし、安全に帰国できることがわかる 90
年代頃から、多くの難民たちの一時帰国が
実現する。故郷で、他国に受け入れられた
家族や親類とも再会し、お互いの状況を知
ることができた。また、独身だった人たち
のなかには、ベトナムの故郷で恋人を探
し、結婚する人もいた。そのため、配偶者
として新たに渡日する人びとも増えた。一
時帰国が可能になったことによって、難民
を中心に国境を越えたトランスナショナル
なネットワークも活発化していく。その結
果、本国社会へ一時帰国した際に、本国の
調味料を購入し、持ち帰る人も増える。ま
たは一時帰国した友人や知人に買ってもら
うことを頼んだり、本国の親類に直接郵送
してもらったりしたものを親類や友人で分
け合うという行為もみられるようになる。
　アメリカに住む兄弟をもつ、あるベトナ
ム人女性は、あえてアメリカからベトナム
食材を郵送してもらっていた。移民を多く
受け入れてきたアメリカでは、すでにアジ
ア系移民による独自のマーケットが形成さ
れており、そこで製造されたベトナム食材
を調達していたのである。遠い国で暮らす
親類に頼るほど、日本で暮らすベトナム人
にとって故郷の食材は貴重なものだったと
いえるだろう。
　このように食材のやりとりができるよう
になると、自宅の片隅で小さなベトナム食
材店を営む人たちも現れ、近所でも購入す
ることが容易になった。2010 年代に入っ

てからは、本国からの郵送や中華街へ通う
必要はなくなり、身近なところで購入する
ことが可能になっていく。
　もちろん、すべてのベトナム人がベトナ
ムで豊かな食生活を経験していたわけでは
ない。10 代で出国した人のなかには、ベ
トナムの貧しい時代しか知らない人もい
る。その日々の食事は、茹でた空心菜や、
ふかした芋しかなかった。これらの人々は、
センターやコミュニティ行事のなかで、上
の年代のベトナム人たちに料理や調理の方
法を学び、故郷の「食」の知識を身に着け
ていった。
　限られた食材しか調達できない環境のな
かで、ベトナム人たちは食べたい料理のた
めに、自分が暮らす地域社会の特徴を把握
し、時には社会情勢の変化もうまく利用し
て、必要な食材を調達していたのである。

（2）異国の土地を耕す
　調味料や肉類については、調達すること
が容易であったが、購入できないものが
あった。それは、香草や南国野菜である。
パクチーなどスーパーにも並ぶ香草も以前
に比べると増えてきたが、日常的に消費す

姫路の個人宅で食べたベトナムの汁麺　
牛のテール肉やエビなどの具材を使用。

冬なので香草は少ない。米麺ではなく小麦粉麺。
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るには高価で流通量も少ない。そのため、
自分で栽培するベトナム人たちが現れる。
珍しい香草であっても、エスニック料理の
ブームが到来する 2000 年頃には、タネや
苗をホームセンターで購入できるようにな
る。最初は、プランターや公営住宅の公共
地を利用して栽培していたが、小さな土地
では栽培できる品目も量も限られる。また
公共地での栽培は、周辺住民からの理解を
得られず、中止を求められることもあっ
た。こうしたなかで、より安心して多量の
香草等を栽培できる農地を借りて、栽培す
る人々が現れる。ベトナム人の居住地は、
住宅と農地と工場が混在するような地域で
ある。しかし、宅地化のなかで残存する農
地には何も育っておらず、時折草が刈られ
るだけであった。それをみてもったいない
と感じていたベトナム人が、所有者に交渉
して農地を借り始めた。農地の所有者は、
先述の就労現場、教育現場、町内会を通し
て面識のある人であることも少なくなかっ
た。 
　野菜栽培は、ベトナム人にとって食材生
産の場ではなく、憩いの場としても活用さ
れている。特に就職先のないベトナム人高
齢者や日本に一時滞在している人にとって

「しごとづくり」の場にもなっている。農

地の使用には、同じ農区の人々と草刈りや
水利慣行をしなければならない。慣れない
共同作業や農地を使用するルールは時に、
トラブルを起こすこともある。しかし、農
地所有者や農区長、近隣の耕作者たちの助
言を受けつつ、時には厳しい対応をうけな
がら、個々のトラブルを解消してきた。長
く借りている人だと、農地の利用は 10 年
ほどになる。ベトナム人が農地につくった
菜園は、まだまだ小規模ではあるが、耕作
放棄地が増加していた町の風景に、南国野
菜によって新たな彩りを加えている。

5. 今後の発展への期待

　本稿では、1970 年代末から日本へ移住
がはじまったベトナム人の暮らしを「食」
の場面から捉えてきた。食材の調達という
私的な生活の営みにおいても、ベトナム人
たちは、エスニック・ネットワークのみな
らず、これまで地域社会の生活で培った社
会関係を利用していた。また、農地を活用
し、必要な野菜を栽培する人々の存在は、
在日ベトナム人コミュニティのなかに農家
の役割を果たし、コミュニティへ野菜を供
給する人がいることを示唆している。この
ような独自のエスニック市場は、今後も外
国籍者が増加する日本社会のなかでますま
す発展していくだろう。その発展に行政や
地域社会の住民がどのようにコミットして
いくのかが、共生への課題の一つなのかも
しれない。
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